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             第３３回運営委員会 議事録（敬称略） 

日時 ： ２００８年２月２１日（木） １７時：００分～１９時：３０分    

場所 ： 横河情報システム（株） 会議室 

出席者： 飯塚雅樹、小西正之、斉藤秀夫、田中滋、田中紀雄、塚本和明（代）、原田勝広、前田有二、名取宏祐、 

      矢内明美、山口珪紀、甲谷勝人、須見彰、 海外ｽﾀｯﾌ：伊藤美夏(ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ)、中田好美（ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ）  

欠席者： 石川雅一、岡本美代子、澤田澄子、大谷暁子（タイ） 

事務局： 石関正浩、大河内恒、小林邦孝、塩田勝雄、蓮見雅彦、別所信子、横尾勝、渡邊典夫、三木巌（記）        

欠席者： 安藤伸良、上田信行、 柴田弘子                  

以下議事録要旨（議事資料参照） 敬称略 

 

１． タイ組織（PHT）の日本復帰について       

須見代表より資料に基づきタイ組織が本年 7 月に日本復帰することの見通しについての報告があった。        

Q： 外務省の支援で草の根だと外国の団体でも大丈夫だが NGO 支援室は日本の団体だけで、今回は？       原田          

A： 両方共に大丈夫ですが草の根では無く、外務省無償資金でやって行きたい。これまでは日本の          

直轄でないため出せなかった。                                                  須見   

A： 日本より問い合わせをしているが、未だアメリカの HOPE から返事がこない。予定通りすんなりいくかどうか 

もうひと波乱ありそう。                                                        甲谷   

A： 他の国のホープがアジアを縮小して離れていく、その辺をもう少し。                            山口          

A： タイは低開発国ではないところからプラオリティの問題でそうなっているのではないか                 須見 

A： アメリカは中国、べトナムについてはやっている。タイはアジアの中進国だから金が出せなくなった。        甲谷 

Q： 日本はタイへの支援は変わらないのか？                                            小西 

A:： 日本はタイを継続してゆく、ベトナムの支援もここから行える、タイには幸い日系企業がありアメリカとはちがう。 須見 

A： タイのポジショニングはセンター・オブ・エキセレンスの位置づけでベトナム展開はその第 1 号です。        甲谷 

 

２． カンボジア事業報告            

中田好美より資料に基づき活動の報告があった。 

Q： すばらしい報告でした。診療所はわが国の保健所機能を兼ねている？ドクターの常駐は？治療？       田中滋 

A： ドクターはいません。簡単な手当とか産後の相談をおこないます。何故か資格の無い人もいます。         中田          

準医師と看護師がいて、診察、治療を行っている所もあります。 

Q:： ビジョンの設定の仕方として一般的な NGO は 3 年、5 年後に何パーセントにとか、半減させるとか等あるが、  原田 

   カンボジアでは現地の統計がチャントしてないので難しいのかな？ 

   お産で精神的、肉体的な産後のリハビリをカンボジアでもして上げたら良いと思います。 

A： 非公式ですが死亡率440人/10万人統計データがあるのですが、パーセントで指標化するほどの数値が     中田        

なかなかとれません。私たちは地域レベルで安全なお産をしましょう、がんばりましょうと掛け声にて行っています。 

 

３：  インドネシア報告（地域医療システム強化事業）          

    伊藤美夏より資料に基づき活動の報告があった。 

 3-1 村の助産師が村に常駐するような方向に、又診療所は 24 時間オープンに なってきつつある。   

 3-2 医療機器のメンテナンス、医師、看護師、技術の向上（吉川技師、桜井技師による指導） 
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 3-3 新規事業（水事業）良い水確保、深井戸中間報告 一本目の井戸で水質基準を満たした。 

 質疑応答ありません 

４：  タイ報告と現状         

    大谷に代わり蓮見より資料に基づき活動の報告があった。 

Q： 里親制度を良く知らなかった フォスタープランやワールドビジョンがやっているイメージ？             原田 

 ・ ワールドビジョンは人気がある、支援額が大きいが自分が出したものが出しぱなしでない。 

･ 手紙のやり取りや翻訳で時間がかかるのでは 

・ この団体の売りではないが、これをやっているのは方向的におもしろい。 

A： 一人の患者に一人の支援者の形になっており毎月やり取りしている。                           蓮見 

A： フォスターをお手本にした。                                                     須見 

フォスターは教育支援で我々は患者里親支援中心でスタート。治療から始め今は教育もやっている。   

A： ありがとうのメッセージが患者のおばあさんから来たり、日本から乳母車を送ってくれとかもっと強力に       蓮見   

   やるためには、それなりに工数がかかります。 

５： 募金状況             

     須見代表より募金状況と募金見通しの報告があった。 

5-1 法人、一時寄付、個人共に募金は減少である、個人会員には新たに個人パンフレットを作成してなんとか 

1800 人→2000 人に持っていきたい。                                                              

5-2 新規大口寄付の報告（匿名）   突然 TEL あり ４００万円が一週間で振り込まれた。 

     （某有名プロダクション） 子供支援、認証 NPO が決め手。 

5-2 某ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ会社  今月初め 話を聞きたい連絡あり面接に行って来た、今年 6 月にパーティを行い商品を 

販売する、売り上げの 1 割を寄付する、その対象団体に PHJ がなっており、明日 2 回目の面接があり 

呼ばれている。 相当な金額が来期？・・・子供、教育、経費率が決め手 

質疑応答なし 

６： その他 

Q:： 補助金は無い？ これから仕込む？                                               山口 

A： インドネシアで MOU の体制が整い補助金(水事業)申請済                                 小林 

6-1 HOPE と行ったイラク心臓病支援を外務省に報告して非常に喜ばれました。                       甲谷  

                                                                       

以上 


